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談山神社と能、そのつながりは深く 

かつて観阿弥・世阿弥親子の本拠地でもあった。

能の「原点」ともいえる歴史的な地で、

今回、人間国宝による世阿弥作の名曲を奉納上演する。
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日 時   2025 年 10 月 2 日（木）
開 演   14：00　（開場 13：30/ 終演 16：00 予定）

会 場   多武峰談山神社 権殿  奈良県桜井市多武峰 319

チケット 10,000 円（全席自由席）
【前売りチケット販売期間　9 月 5 日（金）10：00 ～ 10 月 1 日（水）】

※上記を過ぎてからのチケットのご購入については当日券になります。
※販売期間にかかわらず、チケットが売り切れ次第、販売を終了させていただきます。予めご了承ください。

〈チケット取扱い〉

　  イベントレジスト（QR チケットレス入場）　

・上演中の撮影・録音・録画は固くお断りいたします。
・未就学児のご入場はご遠慮いただいております。
・出演者は都合により変更させていただく場合がございます。
・当日は主催者、関係者、メディアによる撮影が入る場合がございます。
　客席を含む会場内の映像・写真が公開されますので予めご了承ください。
・天候等の状況により公演が中止又は変更になる場合がございます。
・最新情報は能楽協会公式サイトをご覧ください。

会場アクセス

〈公共交通機関をご利用の方〉

■ 近鉄・J R［桜井駅］からバス (1 時間に 1 本 ) で約 25 分。
　 終点下車から徒歩で約 3 分。

■ 近鉄・J R［桜井駅］からタクシーで約 15 分。

〈お車でお越しの方〉

神社周辺の駐車場をご利用いただけます。

詳細はこちらのページをご確認ください。
https://www.tanzan.or.jp/access.html

https://www.tanzan.or.jp
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主催・問合せ：公益社団法人能楽協会
TEL：03-5925-3871　 HP：https://www.nohgaku.or.jp/
※能楽協会ではチケット販売をしておりません。上記取扱所にてお求めください。
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多武峰談山神社 権殿（旧妙楽寺 常行堂）
日本の歴史の大きな転換点である『大化の改新』の
始まりの地としても有名。桜と紅葉の名所でもある。
また、「大和猿楽」との縁が深く、権殿には『摩多羅神面』

（能面）が祀られている。

摩多羅神面十三重塔 本殿
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